
日　

時

ご
講
師

御

案

内

う
り
う
づ

く
じ
ょ
う
た
け
こ

む
ゆ
う
げ

い
あ
ん

と
う

さ
っ
か
く

き
ょ
う
い

じ
ょ
う
ぼ
ん

こ
う
そ
ん

さ
っ
か
く

み
ょ
う
に
ょ

ひ

か
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秋
讃
仏
会
︵
彼
岸
会
︶
法
要

　

秋
の
お
彼
岸
を
ご
縁
に
、
恒
例
の
讃
仏
会
法
要
を
つ
と
め
ま
す
。

に
ぎ
に
ぎ
し
く
ご
参
詣
く
だ
さ
い
。

本
願
寺
輔
教
　
成
　

照
星

師
（
太
宰
府
市
）

9
月
　
日（
金
）

28

昼
1
時
　
分
〜
3
時
　
分

※
夜
座
な
し30

30

8
月
　
日（
土
）

29

朝
　
時
〜
　
時

昼
1
時
　
分
〜
3
時
　
分

10

12
30

30

から

併
修

戦
没
者
追
悼
法
要

専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

　
瓜
生
津
　
真
︵
前
京
都
女
子
大
学
学
長
︶

　
九
条
武
子
夫
人
の
著
「
無
憂
華
」
に
、
次
の

よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
「
信
仰
を
特
異
の
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
信
仰
の
門
に
さ
え
た

た
ず
め
ば
、
容
易
に
な
や
み
の
絆
は
断
ち
き
れ

て
、
み
ず
か
ら
の
欲
す
る
ま
ま
に
、
慰
安
の
光
か
が
や
く
か
の
ご
と
く
思

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
仰
は
一
つ
の
奇
蹟
で
は
な
い
。
宗
教
は
ま
た
気

や
す
め
の
力
な
き
な
ぐ
さ
め
で
も
な
い
。
信
仰
は
荷
せ
ら
れ
た
悩
み
を
逃

避
す
る
の
で
は
な
く
、
悩
み
の
肯
定
の
う
ち
に
、
救
い
の
光
に
み
ち
び
か

れ
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
人
た
ち
は
、
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
、『
か
な

し
き
錯
覚
』
の
も
と
に
自
ら
の
想
像
す
る
驚
異
の
世
界
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ず
し
て
、
か
え
っ
て
教
え
の
常
凡
な
る
に
失
望
し
て
い
る
。」

　
こ
こ
に
は
、
信
仰
と
は
何
か
、
と
い
う
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
の
問
い

と
答
え
が
的
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
武
子
夫
人
は
西
本
願
寺
第
二
十
一
世
大
谷
光
尊
師
（
明
如
上
人
）
の
第

二
女
と
し
て
誕
生
、
幼
少
の
頃
か
ら
才
智
に
恵
ま
れ
、
し
か
も
浄
土
真
宗

の
信
仰
の
薫
る
中
で
育
て
ら
れ
、
長
じ
て
九
条
家
に
嫁
が
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
生
活
は
平
穏
な
も
の
で
は
な
く
、
深
い
悲
し
み
と
苦
悩
の
中
に

あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
こ
え
、
全
国
を
め
ぐ
っ
て
、
仏
教
婦
人
会
の
育

成
に
努
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
社
会
奉
仕
活
動
に
も
力
を
む
け
ら
れ
、
恵

ま
れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
日
夜
身
を
て
い
し
て
努
め
ら
れ
、
救
援
活

動
を
お
し
進
め
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
に
引
用
し
た
一
節
に
見
ら
れ
る
武
子
夫
人
の
宗
教

観
は
、
浄
土
真
宗
の
教
え
と
信
仰
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
の
論
評

の
中
で
「
悲
し
き
錯
覚
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
宗
教

如
来
・
人
・
言
葉
　
91

一
味
の
愛

歓
喜
会
法
要
余
香
〔
8
月
28
日
・
29
日
〕

【
講
師
】
松
林
行
圓
師
【
参
詣
数
】（
27
日
）
昼
座
103
名
、夜
座
40
名
、（
27
日
）

朝
座
91
名
、昼
座
98
名【
お
鉢
米
】広
田
尚
敏
、中
崎
清
人
、山
根
優【
お
供
物
】

藤
井
則
枝
、【
ご
報
謝
】
土
井
ト
シ
コ
、
槙
嶋
桂
子
、
赤
崎
八
重
子
、
賀
屋

加
代
子
、村
河
久
美
子
、賀
屋
幸
子
、秋
嶋
敏
子
、藤
崎
美
智
子
、土
井
チ
ヅ
子
、

岡
崎
晴
美
、
賀
屋
さ
と
み

　

保
津
の
皆
様
、
仏
婦
理
事
様
、
法
要
総
代
様
、
暑
い
中
、
ご
報
謝
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
　
ち
　
み

●
法
座
奉
仕
…
通
津
南
地
区　

※
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
戦
没
者
追
悼
法
要  

28
日
昼
座

　

戦
没
者
を
追
悼
し
、
ご
遺
族
の
焼
香
が
あ
り
ま
す
。

●
参
拝
セ
ッ
ト（
念
珠
・
聖
典
・
式
章
・
聴
聞
カ
ー
ド
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
作
品
募
集
ー
秋
の
展
示
会（
第
２
回
）

　
　

絵
画
・
手
芸
品
・
工
芸
品
等
、
皆
様
の
作
品
を
本
堂
（
庫
裏
）
に
展
示

　

い
た
し
ま
す
。
法
要
前
々
日（
26
日
）ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

※
11
月
の
法
要
ま
で
展
示



い
だ

み
　
て

み
　
て

じ
た
び
よ
う
ど
う

し
り
し
よ
く
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法
物
下
付
式
（
入
仏
式
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

８
月
14
日
御
往
生

　
　
　
　
　

藤
生　
　

松
重　

初
代
様
（
78
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

松
重　

吉
英
様

８
月
20
日
御
往
生

　
　
　
　
　

南
町　
　

廣
中　

眞
人
様
（
76
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

廣
中　

敏
子
様

８
月
26
日
御
往
生

　
　
　
　
　

浪
の
浦　

髙
橋　

重
一
（
79
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

髙
橋
千
賀
子
様

８
月
27
日
御
往
生

　
　
　
　
　

南
岩
国　

高
嶋　

美
喜
枝
様
（
92
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

高
嶋　

麗
子
様

８
月
27
日
御
往
生

　
　
　
　
　

藤
生　
　

野
原　

雪
枝
様
（
92
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

野
原　

弘
實
様

８
月
28
日
御
往
生

　
　
　
　
　

本
呂
尾　

島
田　

る
み
子
様
（
65
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

島
田　

昭
文
様

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕

●
８
月
９
日　
　
　
　
　
　
　
　

通
津　

河
本　

潤
子
様

　

お
給
仕
の
慶
び
一
入
に
存
じ
ま
す
。

ご
報
告
い
た
し
ま
す

岩
国
仏
婦
連
絡
会
議
（
８
月
30
日　

専
徳
寺
）

【
参
加
者
】
河
本
多
喜
子
、
通
谷
み
え
子
、
北
本
時
枝

　
　
　
　
　

深
井
絹
代
、
村
中
恵
子

〔
法
要
余
香
〕【
法
事
勤
修
】
の
【
通
津
】
に
、「
稲
本
松
美

１００
」
様
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。

　

親
鸞
聖
人
（
ご
開
山
）
の
墓
所
で
あ
る
西
大
谷

に
お
参
り
し
、
聖
人
の
お
そ
ば
に
故
人
の
分
骨
を

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

　

期　

日　

 

11
月
25
㈰
・
26
日
㈪

　

費　

用　

 

５
万
５
千
円

　

〆
切
り　

 

10
月
末
日

第33回

つ
い
た
ち
礼
拝（
月
の
は
じ
ま
り
を
お
寺
か
ら
）　

10
月
1
日
㈪
／
11
月
1
日
㈭　

午
前
９
時
よ
り
45
分
間

ご
恩
を
偲
つ
つ
〔
法
事
勤
修
〕（
8
月
）

前
号
の
訂
正
と
お
詫
び

有
難
く
存
じ
ま
す
﹇
永
代
経
志
納
﹈

　
　

亡
き
弟
を
ご
縁
に

　
　

金
壱
拾
萬
円
也
　
　
土
生
　
岡
　
　
俊
雄

様

　

尊
い
永
代
経
志
を
賜
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
供
え
申
し

あ
げ
ま
す
。

と
か
信
仰
と
か
の
本
質
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を

欠
い
て
い
る
こ
と
へ
の
き
び
し
い
指
摘
で
あ
っ
て
、
そ
の

内
容
は
、
宗
教
を
私
利
私
欲
の
た
め
の
手
段
と
し
た
り
、

一
時
的
な
気
休
め
や
慰
め
と
し
た
り
、
心
の
癒
し
や
苦
悩

の
逃
避
と
見
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
す

べ
て
宗
教
に
つ
い
て
の
「
悲
し
き
錯
覚
」
で
あ
っ
て
、
正

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
宗
教
の
本
質
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。
武

子
夫
人
は
信
仰
を
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
浄
土
真
宗
の
雰
囲
気
の
中
で
育
た
れ
成
長
さ
れ
た
夫
人

の
宗
教
観
は
、
当
然
の
ご
と
く
他
力
信
仰
の
性
格
を
色
濃

く
反
映
し
て
い
る
。
他
力
信
仰
と
は
、
夫
人
み
ず
か
ら
が

詠
ま
れ
た
次
の
和
歌
二
首
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
こ
の
二
首
は
夫
人
の
代
表
作
で
あ
り
、
最
後
ま
で

夫
人
自
身
も
愛
唱
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
・
大
い
な
る
　
も
の
の
ち
か
ら
に
　
ひ
か
れ
ゆ
く

　
　
わ
が
足
あ
と
の
　
お
ぼ
つ
か
な
し
や

　
・
抱
か
れ
て
　
あ
り
と
も
し
ら
ず
　
お
ろ
か
に
も

　
　
わ
れ
反
抗
す
　
大
い
な
る
　
御
手
に

　「
大
い
な
る
も
の
の
ち
か
ら
」
や
「
大
い
な
る
御
手
」

は
、
他
力
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
は
か
り
し
れ
な
い

力
、
す
な
わ
ち
仏
（
＝
如
来
、
阿
弥
陀
仏
）
の
御
力
（
は

た
ら
き
）
の
こ
と
で
、
如
来
の
大
智
大
悲
の
は
た
ら
き
で

あ
り
、
仏
恩
と
も
、
広
大
の
恩
徳
と
も
、
如
来
の
お
か
げ

と
も
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
他
力
と
は
如
来
の
か
ぎ
り
な

い
智
慧
、
慈
悲
の
は
た
ら
き
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
ら
仏

教
者
は
、
こ
の
は
た
ら
き
に
、
自
他
平
等
の
真
理
を
知

り
、
そ
の
真
理
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

の
自
他
平
等
の
世
界
が
夫
人
の
い
わ
れ
る
「
一
味
の
愛
」

の
世
界
で
あ
る
。

【
通
津
】村
岡
修
二
様
３
・
３
、村
中
悟
様
１
、松
村
利
明
様

３
、【
保
津
】粟
津
節
子
様
３
、
金
子
嘉
男
様
17
、
土
井
英
和

様
13
、【
青
木
】岩
中
敏
夫
様
３
、岡
村
昌
子
様
100
・
100
、【
南

岩
国
】伊
藤
英
子
様
３
、
川
本
淳
様
50
、【
市
内
】藤
本
忠
芳

様
１
、
屋
敷
一
章
様
17
、【
黒
磯
】森
重
哲
夫
様
３
、
周
管
雪

江
様
25
、【
大
阪
】竹
田
経
雄
様
３
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